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令
和
４
年
　
月
　
日
臥
、
鹿
部
町
山
村

１０

２２

広
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
　
回
鹿

１８

部
カ
ッ
プ
近
隣
市
町
小
学
生
Ｕ
‐
　
サ
ッ

１２

カ
ー
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、　
チ
ー

１２

ム
約
１
５
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
戦
を
展
開
。
結
果
は
プ
レ
イ
フ

ル
１
が
優
勝
、
北
斗
Ｆ
Ｃ
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
Ｕ
‐
９
（
小

学
３
年
生
以
下
）
３
チ
ー
ム
に
よ
る
交
流

戦
に
は
、
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
の
団
員
も

出
場
。
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
選

手
た
ち
の
姿
に
、
ど
の
チ
ー
ム
も
応
援
に

熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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令
和
４
年
　
月
　
日
臥
、
本
別
漁
港
で

１０

２２

草
刈
り
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
函
館

市
内
の
土
木
業
者
、
株
式
会
社
森
川
組
の

皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
株
式
会
社
森
川
組
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
　
月
　
日
峨
、
鹿
部
中
学
校

１０

２５

３
年
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
学
習
「
地
域
の

先
輩
に
学
ぶ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
生
観
や
職
業
観
を
育
む
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
の
先
輩
６
名
の
講
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
先
輩
か
ら
は
進
路
選
択
の
理
由
や

仕
事
に
対
す
る
心
得
、
経
験
談
な
ど
の
紹

介
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
夢
や
目
標
に
向

け
て
「
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
？
」「
必
要
な
資
格
は
あ
る
か
？
」

な
ど
様
々
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
供
今
後
の
自
分
僑
を
考

え
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫
紫紫紫紫

地地
域域
のの
先先
輩輩
かか
らら
中中
学学
生生
へへ
メメ

地
域
の
先
輩
か
ら
中
学
生
へ
メ
ッッッ

セセ
ーー
ジジ
がが
送送
らら
れれ
まま
しし
たた

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
　
　
　


